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Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
（
野
村
寛

社
長
）
は

29日
、
ね
じ
節

鉄
筋
、
機
械
式
継
手
、
機

械
式
定
着
工
法
用
金
物
、

グ
ラ
ウ
ト
の
商
品
名
を
統

一
し
、

10月
に
特
許
庁
の

商
標
登
録
を
取
得
し
た
と

発
表
し
た
。

　
ね
じ
節
鉄
筋
は
従
来
、

旧
・
ダ
イ
ワ
ス
チ
ー
ル
が

「
Ｄ
Ｓ
ネ
ジ
バ
ー
」、旧

・

豊
平
製
鋼
は
「
ネ
ジ
ベ
ア

ー
コ
ン
」
の
商
品
名
で
販

売
。

2
0
1
2年

4月
の

新
生
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
発
足

を
機
に
、
こ
れ
ま
で
商
品

名
お
よ
び
継
手
評
定
の
統

合
作
業
を
進
め
て
き
た
。

　
日
本
建
築
セ
ン
タ
ー
を

は
じ
め
継
手
評
定
は
豊
平

製
造
所
、
水
島
製
造
所
で

個
別
に
評
定
を
取
得
し
て

い
た
が
、

13年
に
全
社
統

一
評
定
を
取
得
。
こ
の
ほ

ど
、
ね
じ
節
鉄
筋
を
「
ネ

ジ
バ
ー
」、機

械
式
継
手
を

「
ネ
ジ
カ
プ
ラ
ー
」、機

械

式
定
着
工
法
用
金
物
を

「
ネ
ジ
プ
レ
ー
ト
」、グ

ラ

ウ
ト
「
ネ
ジ
グ
ラ
ウ
ト
」

と
い
う
商
品
名
で
、
特
許

庁
の
商
標
登
録
を
取
得
し

た
も
の
。
統
一
し
た
商
品

名
で
商
標
登
録
を
取
得
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
評
定
、

商
品
名
と
も
に
統
合
作
業

が
完
了
し
た
。

ねじ節鉄筋など

商標登録取得

ＪＦＥ条鋼

　

9月
末
の
普
通
鋼
鋼
材

在
庫
ト
ー
タ
ル
は

28万

4

0
0
0㌧

、

4・

0％
減

の
6
7
5万

7
0
0
0㌧

で

2カ
月
ぶ
り
に
減
少
。

う
ち
メ
ー
カ
ー
在
庫
は

38

万

5
0
0
0㌧

、

6・

9

％
減
の

5
2
2万

2
0
0

0㌧
で

2カ
月
ぶ
り
減
、

問
屋
在
庫
は

10万

1
0
0

0㌧
、

7・

0％
増
の

1

5
3万

5
0
0
0㌧

で

2

カ
月
連
続
増
と
な
っ
た
。

　

9月
の
出
荷
は

80万

9

0
0
0㌧

、
14・

0％
増

の

6
5
9万
2
0
0
0

㌧
。う
ち
国
内
は

50万
㌧
、

13・

8％
増
の

4
1
3万

5
0
0
0㌧

、
輸
出
は

30

万

9
0
0
0㌧

、

14・

4

％
増
の

2
4
5万

7
0
0

0㌧
。

　
生
産
は

2万

1
0
0
0

㌧
、

0・

3％
増
の

6
3

0万

8
0
0
0㌧

だ
っ

た
。

　

8月
末
の
大
幅
な
在
庫

増
は
大
型
台
風
な
ど
悪
天

候
に
よ
る
物
流
の
停
滞
が

要
因
と
見
ら
れ
て
い
た
。

9月
末
は
減
少
す
る
と
予

想
さ
れ
て
い
た
が
、
国
内

向
け
は
減
ら
な
か
っ
た
。

　
メ
ー
カ
ー
在
庫
は
鋼
板

・
条
鋼
な
ど
多
く
の
品
種

が
減
少
。
国
内
向
け
が
メ

ー
ン
と
な
る
問
屋
在
庫

は
、
め
っ
き
鋼
板
類
や
鋼

管
な
ど
の
増
加
が
目
立
っ

た
。

　
鉄
連
は
、
消
費
税
増
税

な
ど
の
影
響
で
年
初
か
ら

建
築
部
門
が
軟
調
と
な

り
、
夏
か
ら
自
動
車
が
減

速
し
て
お
り
、
鋼
材
在
庫

は
調
整
局
面
に
あ
る
と
分

析
し
て
い
る
。

普通鋼在庫

593万
㌧
と
高
水
準
続
く

国
内
向
け
９
月
末
　２
カ
月
連
続
増

　
【
仙
台
】リ
オ
・
テ
ィ
ン

ト
の
サ
ム
・
ウ
ォ
ル
シ
ュ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
鉄
鉱
石
部
門
責

任
者
の
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
氏
が
来
日

し
、
産
業
新
聞
社
な
ど
の

取
材
に
対
し
、
新
日
鉄
住

金
や
三
井
物
産
と
共
同
で

進
め
て
い
る
西
豪
州
の
ウ

ェ
ス
ト
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス

鉄
鉱
山
の
拡
張
に
つ
い

て
、
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
氏
は

「

2
0
1
5年

1月
の
生

産
開
始
に
向
け
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
順
調
に
進
ん
で

お
り
、
年
産
能
力
を

6
0

0万
㌧
増
や
す
だ
け
で
な

く
、
鉱
山
自
体
の
寿
命
を

延
ば
す
と
い
う
両
面
か
ら

進
め
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
今
月
に
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク

の
原
料
炭
事
業
を
売
却
し

て
撤
退
し
た
こ
と
に
関
し

て
は
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
「
原
料
炭
マ
ー
ケ
ッ

ト
は
世
界
的
に
厳
し
く
、

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
に
つ
い
て

は
撤
退
し
た
が
、
豪
州
に

あ
る
既
存
の
ヘ
イ
ル
ク
リ

ー
ク
炭
鉱
、
ケ
ス
ト
レ
ル

炭
鉱
は
引
き
続
き
操
業
し

て
い
る
。
特
に
ケ
ス
ト
レ

ル
は
、
こ
れ
ま
で
北
側
の

鉱
区
で
操
業
し
て
い
た

が
、
最
近
南
側
の
鉱
区
に

移
行
し
、
順
調
に
生
産
量

が
上
が
っ
て
い
る
」
と
話

し
た
。

　
ま
た
、
銅
事
業
を
展
開

し
て
い
る
モ
ン
ゴ
ル
で

は
、
昨
年

7月
に
オ
ユ
・

ト
ル
ゴ
イ
鉱
山
の
操
業
を

開
始
し
た
。
ウ
ォ
ル
シ
ュ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
現
在
第

1段

階
と
し
て
露
天
掘
り
で
操

業
し
て
い
る
が
、
第

2段

階
と
な
る
坑
内
掘
り
に
向

け
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
と
協

議
し
て
い
る
。
オ
ユ
・
ト

ル
ゴ
イ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
長
期
に
渡
る
。
鉱
山
へ

の
電
力
供
給
で
合
意
を
得

た
り
、
現
在
は
税
制
面
で

の
協
議
も
行
っ
て
お
り
、

モ
ン
ゴ
ル
政
府
と
き
ち
ん

と
合
意
し
た
上
で
、
未
開

発
鉱
区
の
開
発
や
生
産
能

力
の
拡
張
な
ど
に
つ
い
て

も
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

（

12面
）

チ
タ
ン
合
金
ス
ク
ラ
ッ
プ
　再
溶
解
用
も
底
離
れ
気
配

きょうの紙面

三
筒
産
業
が
創
業

50周
年

　
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
処
理
設
備
メ
ー
カ

ー
の
三
筒
産
業
は
、

10月
に
創
業

50周
年
を
迎

え
た
。同
社
の
強
み
や
製
品
の
特
徴
、今
後
の

展
開
を
筒
井
敏
彦
社
に
聞
い
た
。（

3面
）

世世
界界
建建
機機
需需
要要
がが
減減
速速

,,

高
砂
金
属
工
業
、
本
社
に
穴
明
け
設
備
新
設
（

4面
）

（

5面
）

東
洋
精
鋼
、
北
米
市
場
で
拡
販
推
進

　
少
し
日
付
を
さ
か
の
ぼ
る
が
、信
濃
川

に
架
か
る
萬
代
橋
や
日
本
海
夕
日
ラ
イ

ン
な
ど
、新
潟
の
美
し
い
景
観
を
楽
し
め

る
新
潟
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
が

10月
の

3

連
休
に
行
わ
れ
た
。今
年
は
県
内
外
の
鉄

鋼
関
係
者
を
含
め
た

1万

2
0
0
0人

超
が
参
加
し
、

3大
会
連
続
出
場
の
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ

ー
・
高
橋
尚
子
さ
ん
と
一
緒
に
走
っ
た
▼
こ
の
日
は

新
潟
県
内
で
も
う
一
つ
大
き
な
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が

催
さ
れ
た
。新
潟
市
か
ら

1
0
0㌔

㍍
以
上
も
西
へ

向
か
っ
た
上
越
市
で
行
わ
れ
た
、
え
ち
ご
・
く
び
き

野

1
0
0㌔

マ
ラ
ソ
ン
で
あ
る
。
当
支
局
の
事
務
員

も
夫
婦
で
参
加
し
、
見
事
完
走
し
た
▼
さ
て
、同
じ

日
に

2つ
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
行
わ
れ
た
新
潟
市

と
上
越
市
に
は
来
年

3月

14日
以
降
、同
一
県
で
あ

り
な
が
ら
全
く
別
の
新
幹
線
が
通
る
こ
と
に
な

る
。
東
京
と
新
潟
を
結
ぶ
上
越
新
幹
線
と
、東
京
と

金
沢
を
結
ぶ
北
陸
新
幹
線
で
あ
る
▼
路
線
の
異
な

る
新
幹
線
を
持
つ
の
は
、日
本
全
国
見
渡
し
て
も
新

潟
県
の
み
。県
内
か
ら
は
上
越
新
幹
線
沿
線
の
地
盤

沈
下
や
、北
陸
新
幹
線
速
達
型
車
両
の
県
内
素
通
り

な
ど
を
懸
念
す
る
声
が
後
を
絶
た
な
い
が
、こ
こ
は

両
ル
ー
ト
の
自
治
体
が
一
致
団
結
し
て
、県
全
体
で

交
流
人
口
を
増
や
す
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
が
肝

要
だ
。

2014.10.30

金属春秋

外為ＴＴＳ

（三菱東京UFJ銀行）

（29日10時）

米ドル 109.13  

ユーロ 139.17  

ウォン 10.56  

（参考値）

元 17.99  

（参考値）

ＬＭＥ相場

（現地28日セツル、㌦）

銅 6859.5  

アルミ 1990.5  

ニッケル 15055.0  

亜鉛 2252.5  

錫 19755.0  

鉄スクラップ総合価格
（円、29日調べ）

Ｈ2 29,100

新断バラ 31,400

東証終値 (29日、円)

15,553.91 （224.00 ）

新日鉄住金 272.6  

ＪＦＥＨＤ 2,119.0  

神戸製鋼 170  

日新製鋼 986  

〈7面に主要企業株価欄〉

バルチック海運指数

現地28日 1395  

WTI原油先物（中心限月）

現地28日 81.42  

中国輸入鉄鉱石着岸価格（CISA）

現地24日 80.59

油圧シリンダーから一貫生産

オールマイティーシャーA型 オールマイティーシャーE型

本社・工場 高松市新田町甲73番地の1　電話（087）841-3131㈹・FAX841-2506
http://m-mito.com　　　 Mail：info@m-mito.com

日本資源機械工業協同組合員

おかげさまで50周年
お陰様で、当社はこのたび創業50周年を迎えます。
これもひとえに関係各位のご支援の賜と厚く御礼申し上げます。
これからも新しい時代のニーズ・最新鋭の技術に挑戦し
お客様の信頼にお応えしてまいります。
今後ともなお一層のご支援とご愛顧を賜りますよう よろしくお願い申し上げます。

　
ア
ッ
プ
ル
が
発
売
す
る
画

期
的
な
端
末
に
、
再
び
ス
テ

ン
レ
ス
が
採
用
さ
れ
た
。
前

回
、
同
社
が
ス
テ
ン
レ
ス
を

採
用
し
て
世
界
的
に
大
ヒ
ッ

ト
し
た
「

i
P
o
d（

ア
イ

ポ
ッ
ド
）」は

、
ボ
デ
ィ
の
裏

蓋
全
面
が
Ｓ
Ｕ
Ｓ

3
0
4の

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
で
あ
り
、

日
新
製
鋼
が
供
給
。

1台
当

た
り
約

85㌘
を
使
用
し
た
。

新
潟
県
に
拠
点
を
置
く
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
が
加
工
し
、
新

潟
市
の
小
林
研
業
が
研
磨
を

施
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
、
故

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
氏

は
〝
ス
テ
ン
レ
ス
好
き
〟
と

し
て
、
業
界
で
は
知
ら
れ
て

い
る
。
特
色
で
あ
る
耐
食
性

に
加
え
、「
メ
タ
ル
独
特
の
美

観
性
、
剛
性
の
ほ
か
、
研
磨

時
に
は
ス
テ
ン
レ
ス
と
し
て

の
機
能
が
一
段
ア
ッ
プ
す
る

特
性
に
惚
れ
た
」（
メ
ー
カ
ー

関
係
者
）
と
い
う
。

　
来
春
に
も
発
売
さ
れ
る
と

言
わ
れ
る
ア
ッ
プ
ル
・
ウ
ォ

ッ
チ
で
も
、
ス
テ
ン
レ
ス
の

優
れ
た
機
能
性
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
強
度
と
美
し
さ
を

保
つ
た
め
冷
間
鍛
造
の
Ｓ
Ｕ

Ｓ

3
1
6Ｌ

を
使
用
。
ケ
ー

ス
部
分
に
は
縦

42㍉
と
同

38

㍉
の

2種
類
を
用
意
し
た
。

リ
ン
ク
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
に
も

Ｓ
Ｕ
Ｓ

3
1
6Ｌ
が
使
わ

れ
、「
部
品
数
は

1
0
0を

超

え
る
」（
ア
ッ
プ
ル
広
報
部
）

と
い
う
。

　
ア
ッ
プ
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
は
、

ア
ッ
プ
ル
独
自
の

R
e
t
i

n
aデ

ィ
ス
プ
レ
イ
を
搭

載
。
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
と
連
携

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
的
工

夫
に
よ
り
、
世
界
標
準
時
と

の
誤
差
を

0・

05秒
以
内
に

と
ど
め
る
な
ど
、
端
末
だ
け

で
な
く
、
時
計
と
し
て
の
機

能
も
充
実
し
て
い
る
。
国
内

の
ス
テ
ン
レ
ス
扱
い
業
者

が
、
ア
ッ
プ
ル
特
需
に
沸
く

日
が
近
く
や
っ
て
来
る
か
も

し
れ
な
い
。

「アップル・ウォッチ」に採用

ステンレスの新たな需要創出へ（アップル・ウォッチ）

高高
耐耐
食食
性性

NNii系系
スス
テテ
ンン
レレ
スス 「「
ＳＳ
ＵＵ
ＳＳ

33

11

66ＬＬ
」」

　
ス
テ
ン
レ
ス
の
新
た
な
世
界
的
需
要
が
来
春
に
も
生
ま
れ
る
。
先

ご
ろ
、
米
ア
ッ
プ
ル
社
が
発
表
し
た
腕
時
計
型
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

「
ア
ッ
プ
ル
・
ウ
ォ
ッ
チ
」。現

在
ま
で
に

3機
種
の
発
売
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
一
般
機
種
の
素
材
に
、高
耐
食
性
ニ
ッ
ケ
ル
系

ス
テ
ン
レ
ス
「
Ｓ
Ｕ
Ｓ

3
1
6Ｌ

」の
鏡
面
研
磨
仕
上
げ
を
使
用
し
た

製
品
が
使
用
さ
れ
る
。

1個
当
た
り
数
十
㌘
と
推
定
さ
れ
る
が
、世
界

的
な
拡
販
と
な
れ
ば
、
ス
テ
ン
レ
ス
業
界
に
と
っ
て
は
明
る
い
話
題

と
な
り
そ
う
だ
。

世界的な需要増期待

　
日
立
金
属
は

29日
、
耐

熱
鋳
造
品
や
高
級
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
部
品
、
配
管
機

器
部
門
な
ど
の
高
級
機
能

部
品
カ
ン
パ
ニ
ー
に
、
鋳

鉄
ア
ジ
ア
統
括
部
を

11月

1日
付
で
新
設
す
る
と
発

表
し
た
。
鋳
物
製
品
を
主

に
製
造
す
る
真
岡
工
場
が

管
轄
下
に
入
る
。
同
時
に

同
カ
ン
パ
ニ
ー
の
自
動
車

機
器
統
括
部
Ｎ
Ｍ
営
業
部

を
鋳
鉄
ア
ジ
ア
営
業
部
に

改
称
し
、
鋳
鉄
ア
ジ
ア
統

括
部
の
管
轄
下
に
置
く
。

鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括
部
鋳
鉄

ア
ジ
ア
営
業
部
長
に
は
、

現
在
、
自
動
車
機
器
統
括

部
Ｎ
Ｍ
営
業
部
長
の
坂
倉

均
氏
が
就
く
。

　
新
設
す
る
鋳
鉄
ア
ジ
ア

統
括
部
は
、
真
岡
工
場
の

ほ
か
、
自
動
車
鋳
物
部
品

（
高
靱
性
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳

鉄
品
な
ど
）
の
好
調
な
生

産
が
続
く
韓
国
・
イ
ン
ド

の
子
会
社
を
統
括
す
る
。

（
人
事
異
動
は

2面
）

　
【
仙
台
】
英
資
源
大
手

の
リ
オ
・
テ
ィ
ン
ト
は

28

日
、
仙
台
市
内
の
ホ
テ
ル

で
「
東
北
の
復
興
を
考
え

る
夕
べ
“
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｒ
ｏ

ａ
ｄ
　
Ａ
ｈ
ｅ
ａ
ｄ
”」を

開
き
、
新
日
鉄
住
金
、
三

菱
商
事
、
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ

Ｊ
銀
行
、
コ
マ
ツ
、東
北
大

学
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大

使
館
な
ど
約

30人
が
集
ま

っ
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
東
北

の
さ
ら
な
る
復
興
と
発
展

に
向
け
、
民
間
の
立
場
で

今
後
何
が
で
き
る
の
か
を

考
え
る
も
の
で
、
当
日
は

同
社
の
サ
ム
・
ウ
ォ
ル
シ

ュ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
来
日
。ま
た
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
森
は
海
の

恋
人
」
代
表
の
畠
山
重
篤

氏
と
、
岩
手
県
陸
前
高
田

市
海
外
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
の
ア
ミ
ア
　
ミ
ラ
ー
氏

を
招
き
、講
演
を
行
っ
た
。

　
冒
頭
、
ウ
ォ
ル
シ
ュ
Ｃ

Ｅ
Ｏ
は
「
当
社
は
、
長
い

間
日
本
と
密
な
関
係
を
築

い
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な

中
、

3年
半
前
に
東
日
本

大
震
災
が
起
こ
り
、
ど
う

す
れ
ば
重
要
な
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
り
友
達
を
、
長
期

的
に
助
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
考
え

た
。
当
社
と

し
て
も
、
コ

マ
ツ
と
共
同

で
奨
学
金
を

設
け
、
毎
年

33人
の
学
生

を
進
学
さ
せ

る
な
ど
の
取

り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

今
日
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
や
考
え
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
日
本
で
幼
少
時
代
を
過

ご
し
た
ア
ミ
ア
氏
は
、
震

災
直
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
再
来
日
。
陸
前
高

田
の
戸
羽
太
市
長
か
ら
海

外
広
報
担
当
を
依
頼
さ

れ
、
被
災
地
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
を
伝
え
て
い
る
。
ア

ミ
ア
氏
は
「
あ
れ
か
ら

3

年
半
が
過
ぎ
た
が
、
特
に

日
本
の
方
に
は
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
と
訴
え
た
い
。

復
興
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
で
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー

ト
が
必
要
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
漁
民
に
よ
る
落

葉
広
葉
樹
の
植
林
活
動

『
森
は
海
の
恋
人
運
動
』

を
行
っ
て
い
る
畠
山
氏

は
、「
震
災
直
後
は
海
の
生

き
物
が
い
な
く
な
り
、
海

は
死
ん
だ
と
思
っ
た
が
、

3カ
月
ほ
ど
た
つ
と
戻
っ

て
き
た
。
森
に
落
葉
広
葉

樹
を
植
え
、
川
を
通
じ
て

海
に
栄
養
が
流
れ
た
た
め

で
、
森
と
川
と
海
と
の
関

係
を
大
切
に
し
て
い
れ

ば
、
生
き
物
は
ち
ゃ
ん
と

戻
っ
て
く
る
と
わ
か
っ

た
。
そ
の
橋
渡
し
を
鉄
が

果
た
し
て
お
り
、
生
物
と

鉄
と
の
関
係
を
認
識
す
べ

き
」
と
語
っ
た
。

ウェスト・アンジェラス鉄鉱山

拡張順調、延命化も推進
豪原料炭鉱、引続き操業

リオ・ティント東
北
復
興
イ
ベ
ン
ト
開
催

ウ
ォ
ル
シ
ュ

Ｃ
Ｅ
Ｏ
来
日
　新
日
鉄
住
金
な
ど
参
加

あ
い
さ
つ
す
る
ウ
ォ
ル
シ
ュ
Ｃ
Ｅ
Ｏ

日立金属鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括
部
新
設

日
韓
印
拠
点
を
管
轄
下
に

　
現
在
、
奈
良
市
の
奈
良
国

立
博
物
館
で
「
第

66回
正
倉

院
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
丸
一
鋼
管
が
文
化
・
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し

て
、

2
0
1
2年

か
ら
協
賛

企
業
に
加
わ
っ
て
い
る
。

　
今
年
の
正
倉
院
展
に
は

「
白
瑠
璃
瓶
（
は
く
る
り
の

へ
い
）」「
人
勝
残
欠
雑
張（
じ

ん
し
ょ
う
ざ
ん
け
つ
ざ
っ
ち

ょ
う
）」な

ど
、
天
平
文
化
の

精
華
を
伝
え
る
宝
物

59件
が

出
陳
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
博

之
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
華
や

か
な
天
平
文
化
を
今
日
に
伝

え
る
宝
物
を
見
て
、
い
に
し

え
の
時
代
を
感
じ
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

　
正
倉
院
展
は

11月

12日
ま

で
。
開
催
時
間
は
平
日
が
午

前

9時
か
ら
午
後

6時
、
金

・
土
・
日
・
祝
日
は
午
後

7

時
ま
で
。

　　 丸丸一一鋼鋼管管

「正倉院展」に協賛

　
日
本
鉄
鋼
連
盟
が

29日
発
表
し
た
普
通
鋼
鋼
材
需
給
速
報
に
よ
る
と

9月
末
の
国
内
向
け
在
庫
は
前
月
比

2
0
0
0㌧

増
の

5
9
2万

9
0
0
0㌧

と

2カ
月
連
続
で
増
加
し
、

2
0
0
1年

10月
（

5
9
5万

㌧
）以

来
、

13年
ぶ
り
の
高
水
準
に
積
み
上
が
っ
た
ま
ま
と
な
っ
た
。
輸
出
船
待
在
庫
は

28万

6
0
0
0㌧

、

25・

7

％
減
の

82万

8
0
0
0㌧

で

3カ
月
ぶ
り
に
減
少
。

9月
末
の
在
庫
率
は
出
荷
増
に
よ
っ
て

19・

3
ダ
ウ
ン

の

1
0
2・
5％

と
な
っ
た
が
、
う
ち
国
内
は

19・

7
ダ
ウ
ン
の

1
4
3・

4％
と
ハ
イ
レ
ベ
ル
に
あ
り
、

在
庫
調
整
局
面
は
続
い
て
い
る
。

　
ア
イ
ジ
―
工
業
の
寒
河

江
工
場
（
山
形
県
寒
川
江

市
）
が
、

2
0
1
4年

度

の
緑
化
優
良
工
場
等
東
北

経
済
産
業
局
長
表
彰
を
受

賞
し
た
。
工
場
緑
化
を
積

極
的
に
推
進
し
、
周
辺
の

環
境
向
上
に
顕
著
な
功
績

の
あ
っ
た
工
場
等
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、

05年
度
以

来

9年
ぶ
り
に
行
わ
れ
、

本
年
度
は
ア
イ
ジ
ー
工
業

の
み
が
受
賞
し
た
。
表
彰

式
は

11月

4日
に
同
工
場

で
行
わ
れ
る
予
定
。

　
寒
河
江
工
場
は
、
敷
地

面
積

6万

3
0
0
0平

方

㍍
の
う
ち

34％
に
あ
た
る

約

2万

1
0
0
0平

方
㍍

を
緑
地
と
し
て
維
持
・
管

理
す
る
と
と
も
に
、
敷
地

内
に
は
松
や
桜
、竹
、紅
葉

な
ど
が
植
樹
さ
れ
て
お

り
、
自
然
の
豊
か
さ
と
日

本
情
緒
豊
か
な
風
情
を
醸

し
出
し
て
い
る
。
年
間
を

通
じ
て
担
当
員
に
よ
る
手

入
れ
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、

社
員
総
出
に
よ
る
敷
地
内

の
一
斉
清
掃
や
周
辺
歩
道

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動

な
ど
を
展
開
。

98年
に
は

緑
化
優
良
工
場
表
彰
、
日

本
緑
化
セ
ン
タ
ー
会
長
奨

励
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
東
京
製
鉄
は

30日
入
荷

分
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

購
入
価
格
を
、
全
工
場
で

全
品
種
ト
ン

5
0
0円

引

き
下
げ
た
。
改
定
後
の
特

級
価
格
は
次
の
通
り
。

　
▽
田
原
工
場
（
海
・
陸

上
）
＝
ト
ン

2万

9
0
0

0円

　
▽
岡
山
工
場
（
海
・
陸

上
）
＝
ト
ン

2万

8
0
0

0円

　
▽
九
州
工
場
（
海
・
陸

上
）
＝
ト
ン

2万

9
0
0

0円

　
▽
宇
都
宮
工
場（
陸
上
）

＝
ト
ン

2万

9
0
0
0円

　
▽
高
松
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー

（
海
・
陸
上
）
＝
ト
ン

2

万

8
0
0
0円

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

500円
値
下
げ

東
京
製
鉄
全
工
場

緑
化
優
良
工
場
等
東
北

経
産
局
長
表
彰
を
受
賞

ア
イ
ジ
―
工
業

寒
河
江
工
場
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３
地

区
炉

前
価

格
前
週

比

923円
下

落

10月
４
週
、鉄
源
協

　
日
本
鉄
源
協
会
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
市
況
調
査
に
よ

る
と
、

10月
第

4週
の
関

東
、
中
部
、
関
西
の

3地

区
電
炉
メ
ー
カ
ー
炉
前
価

格
（
Ｈ

2）
は
平
均
ト
ン

2万

7
6
9
8円

で
、
前

週
比

9
2
3円

安
と
な
っ

た
。

　
地
区
別
で
見
る
と
、
関

東
が

2万

8
0
0
0円

で

1
2
6
7円

安
、
中
部
が

2万

6
2
2
0円

で

1
0

0
0円

安
、
関
西
が

2万

8
8
7
5円

で

5
0
0円

安
だ
っ
た
。

　
カ
ノ
ー
ク
ス
　
主
力
の

自
動
車
向
け
鋼
板
の
販
売

数
量
が
安
定
し
て
い
た
の

に
加
え
、
単
価
も
上
昇
。

さ
ら
に
建
材
向
け
な
ど
非

自
動
車
用
の
鋼
板
も
好
調

に
推
移
し
、

5・

2％
の

増
収
。
た
だ
建
材
関
連
市

況
の
低
迷
と
物
流
コ
ス
ト

上
昇
な
ど
で
、
営
業
利
益

は

1・

5％
の
減
益
。
ト

ー
タ
ル
の
販
売
数
量
は

48

万

8
0
0
0㌧

と
、
前
年

比

1万

1
0
0
0㌧

増
加

し
た
。
財
務
体
質
強
化
は

さ
ら
に
進
み
、
自
己
資
本

比
率
は
過
去
最
高
更
新
を

継
続
、

34・

5％
と
な
っ

た
。

1―9月期連結決算
(単位：100万円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益

ＭｏｎｏｔａRｏ

32,413 3,149 3,181 1,862

24,587 3,004 3,020 1,810

44,684 4,327 4,345 2,531

式
典
後
の
記
念
撮
影

放射性物質
マニュアル鉄鉄

リリ
工工
業業
会会
がが
改改
訂訂

混
入
防
止
へ
周
知
徹
底

業績予想修正（連結） （単位：100万円）

上段は前回予想、下段が修正予想

売上高 営業利益 経常利益 純利益

高砂鉄工 （4月―9月期）

4,900 170 115 95

4,995 298 226 181

高砂鉄工 （4月―3月期）

10,000 360 250 210

10,000 490 360 310

フルサト工業 （4月―9月期）

39,500 1,160 1,300 780

40,804 1,282 1,436 896

東北特殊鋼 （4月―9月期）

8,600 730 780 480

8,900 920 1,030 680

4―9月期連結決算

（単位：100万円、配当は円、中段は前年同期、下段は通期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当

日本精線

16,403 1,414 1,421 921 5

15,206 1,165 1,194 741 5

32,000 2,600 2,600 1,700 10

ＪＦＥコンテイナー

13,994 887 858 819 5

13,020 684 878 559 5

30,100 1,940 1,920 1,500 10

日本精工

464,390 40,746 40,927 25,890 12

413,603 28,752 28,140 14,749 7

950,000 86,000 84,500 57,000 24

フジオーゼックス

8,265 636 793 509 5

7,823 573 863 705 5

16,500 1,100 1,450 1,000 10

橋本総業

55,946 474 626 615 15

56,109 596 728 458 10

128,000 1,900 2,200 1,490 30

テクノアソシエ

44,367 910 960 734 10

53,605 1,801 1,889 1,428 10

92,000 2,800 2,800 1,900 20

カノークス

56,919 993 1,027 712 ―

54,087 1,008 1,021 632 ―

115,246 2,035 2,069 1,395 12

東洋鋼鈑

61,422 3,874 4,231 2,877 5

58,990 2,304 2,363 1,644 4

122,000 7,000 7,000 4,700 10

人
事

組
織
と

　
日
立
金
属

　
（

11月

1日
付
）

　
【
組
織
改
正
】

　
一
、
高
級
機
能
部
品
カ
ン
パ

ニ
ー
に
鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括
部
を

新
設
し
、
真
岡
工
場
を
管
轄
下

に
置
く

　
一
、
高
級
機
能
部
品
カ
ン
パ

ニ
ー
自
動
車
機
器
統
括
部
Ｎ
Ｍ

営
業
部
を
鋳
鉄
ア
ジ
ア
営
業
部

に
改
称
し
、
鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括

部
の
管
轄
下
に
置
く

　
【
人
事
異
動
】

　
■
部
長
以
上

《
高
級
機
能
部
品
カ
ン
パ
ニ

ー
》

　
▽
次
長
兼
鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括

部
長
（
次
長
）
金
承
天

▽
企
画
部
長
兼
技
術
開
発
部

長（
技
術
開
発
部
長
）上
野
大
成

▽
自
動
車
機
器
統
括
部
長
兼

真
岡
工
場
長
（
真
岡
工
場
長
兼

製
造
部
長
）
稲
永
孝

▽
熊
谷
工
場
製
造
部
長
（
熊

谷
工
場
主
管
技
師
）
伊
藤
仁

▽
真
岡
工
場
製
造
部
長
（
真

岡
工
場
主
管
技
師
）
末
原
清

▽
鋳
鉄
ア
ジ
ア
統
括
部
鋳
鉄

ア
ジ
ア
営
業
部
長
（
自
動
車
機

器
統
括
部
Ｎ
Ｍ
営
業
部
長
）
坂

倉
均

　
日
鉄
住
金
建
材

　
（

11月

1日
付
）

　
■
ラ
イ
ン
長

▽
仙
台
製
造
所
副
所
長
（
戸

畑
工
場
長
）
阿
部
研
仁

▽
戸
畑
工
場
長
（
生
産
技
術

部
技
術
企
画
グ
ル
ー
プ
長
）
千

葉
和
裕

　
日
鉄
住
金
鋼
板

　
（

11月

1日
付
）

　
■
部
長
代
理

　
▽
鋼
板
開
発
技
術
部
西
日
本

鋼
板
開
発
グ
ル
ー
プ
部
長
代
理

〈
尼
崎
在
勤
〉（
鋼
板
開
発
技
術

部
西
日
本
鋼
板
開
発
グ
ル
ー
プ

部
長
代
理
〈
堺
在
勤
〉）米

谷
悟

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼

曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼
曼

鉄スクラップ米
、来
月
も
下
げ
局
面
へ

ト
ル
コ
な
ど
　海
外
冷
え
込
み
で

　
米
国
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

市
況
は
、

11月
も
下
落
局

面
を
迎
え
そ
う
だ
。
東
海

岸
か
ら
の
ト
ル
コ
向
け
新

規
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
輸
出
に

加
え
て
、
西
海
岸
か
ら
の

東
ア
ジ
ア
向
け
が
停
滞
す

る
な
ど
、
海
外
市
場
の
冷

え
込
み
が
要
因
。
特
に
ト

ル
コ
向
け
輸
出
価
格
が
直

近
ピ
ー
ク
の

8月
比
で
約

50㌦
安
と
な
る
一
方
、
国

内
相
場
は

20㌦
程
度
の
下

げ
幅
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

こ
と
で
、
国
内
市
況
に
対

す
る
下
げ
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
る
。

　
米
国
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
に

つ
い
て
は
、

11月
の
国
内

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格

を

10月
比
で

10―

20㌦
引

き
下
げ
る
見
通
し
。「
米
国

内
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
市
況

の
下
落
が
海
外
市
況
の
下

落
に
拍
車
を
掛
け
る
可
能

性
も
あ
る
」（
商
社
）
と
見

る
向
き
も
あ
る
。

　
主
要
輸
出
先
と
な
る
ト

ル
コ
に
つ
い
て
は
、
今
月

中
旬
に
米
国
の
ほ
か
、
Ｅ

Ｕ
圏
や
バ
ル
ト
海
周
辺
な

ど
か
ら
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

輸
入
契
約
を
行
っ
た
。
ト

ル
コ
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
供

給
ソ
ー
ス
と
な
る
各
国

で
、
流
通
量
の
落
ち
る
冬

季
を
前
に
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

炉
前
在
庫
の
補
充
に
動
い

た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
米
国
内
で
は
今
後
、
ト

ル
コ
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
が
さ

ら
に
新
規
契
約
に
動
く
と

の
見
方
も
あ
る
ほ
か
、「

11

月
の
メ
ー
カ
ー
の
下
げ
発

表
後
は
、冬
場
へ
向
け
て
、

ヤ
ー
ド
在
庫
を
積
み
増
す

動
き
も
出
て
く
る
の
で

は
」（
流
通
筋
）
と
の
声
も

聞
か
れ
る
。

　
韓
国
の

9月
の
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
入
量
は

69万

1

0
4
8㌧

で
前
年
同
月
比

6・

8％
減
と

3カ
月
ぶ

り
の
マ
イ
ナ
ス
。
仕
入
れ

元
別
に
見
る
と
、
日
本
が

29万

1
0
6
9㌧

で
同

5

・
1％

増
、
ア
メ
リ
カ
が

19万
90㌧

で
同

32・

5％

減
、
ロ
シ
ア
が

5万

7
7

1
3㌧

で
同

31・

9％
減

と
な
っ
た
。

　

9月
積
み
期

に
反
映
し
た
日

本
か
ら
韓
国
へ

の

8月
契
約
の

状
況
を
見
る

と
、
韓
国
メ
ー

カ
ー
の
在
庫
が

1
6
0万

㌧
付

近
ま
で
増
加
。

韓
国
国
内
の
価

格
引
き
下
げ
も

あ
っ
て
、
成
約

が
進
み
に
く
い

状
況
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

9月
に
滞
船
問
題
が
発
生

し
た
影
響
も
あ
る
と
み
ら

れ
る
。

　

9月
末
か
ら
現
代
製
鉄

も
日
本
産
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

の
輸
入
を
再
開
し
て
い
る

が
、
海
外
市
況
の
下
落
も

あ
り
、
直
近
の
成
約
価
格

は
Ｆ
Ｏ
Ｂ
ト
ン

2万

6
0

0
0円

。

8月
に
現
代
製

鉄
が
成
約
し
た
大
型
船
契

約
が

11月
の
入
着
予
定
で

あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
も

厳
し
い
対
応
と
み
る
向
き

も
あ
る
。

９月輸入が

69万㌧に減
韓国、３カ月ぶり

社
会
人
野
球
日
本
選
手
権

Ｊ
Ｆ
Ｅ
２
チ
ー
ム
出
場

　
単
独
チ
ー
ム
日
本
一
・

年
間
王
座
を
決
定
す
る
第

40回
記
念
社
会
人
野
球
日

本
選
手
権
大
会
が
、

11月

1日
か
ら
、
京
セ
ラ
ド
ー

ム
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

鉄
鋼
・
金
属
業
界
か
ら
は

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
と
Ｊ
Ｆ
Ｅ

西
日
本
の

2チ
ー
ム
が
出

場
し
、
頂
点
を
目
指
す
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
（
関
東

・
千
葉
）
は

4大
会
連
続

8回
目
の
出
場
で
、
春
の

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ａ
東
京
ス
ポ
ニ
チ

大
会
優
勝
に
よ
り
出
場
権

を
獲
得
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西

日
本
（
中
国
・
広
島
）
は

9月
に
行
わ
れ
た
中
国
第

2代
表
決
定
戦
に
勝
利

し
、

6大
会
連
続

9回
目

の
出
場
と
な
っ
た
。

　
両
チ
ー
ム
の
初
戦
は
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
東
日
本
が

2日

（
日
）
の
第

4試
合
（
午

後

6時
開
始
予
定
）
で
、

三
菱
重
工
広
島
と
の
対

戦
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
西
日
本
は

4

日
（
火
）の
第

1試
合（
午

前

11時
開
始
予
定
）、鷺

宮

製
作
所
と
対
戦
す
る
。

　
内
田
洋
行
と
内
田
洋
行

Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

は

28日
、
大
阪
市
中
央
区

の
大
阪
支
店
で
「
Ｉ
Ｔ
フ

ェ
ア

2
0
1
4Ｉ

Ｎ
大

阪
」
を
共
催
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
で
は
「
ビ

ジ
ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
の
革

新
～
企
業
を
成
長
さ
せ
る

ヒ
ン
ト
が
こ
こ
に
あ
る
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ビ
ジ

ネ
ス
・
プ
ロ
セ
ス
、
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ

ン
フ
ラ
を
テ
ー
マ
と
し
た

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
展
示

会
、
タ
ビ
オ
会
長
の
越
智

直
正
氏
の
特
別
講
演
な
ど

が
行
わ
れ
た
。

　
基
調
講
演
で
は
日
本
Ｍ

＆
Ａ
セ
ン
タ
ー
の
雨
森
良

治
執
行
役
員
が
、
鉄
鋼
業

界
関
係
者
向
け
に
「
中
小

企
業
の
生
き
残
り
・
事
業

継
承
に
有
効
な
Ｍ
＆
Ａ
の

5つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
っ
た
。

　
講
演
で
は
「
中
小
企
業

の
Ｍ
＆
Ａ
は
後
継
者
問
題

解
決
と
安
定
経
営
を
主
な

目
的
に
年
々
増
え
て
お

り
、
隣
接
業
種
や
異
業
種

の
組
み
合
わ
せ
も
多
い
」

な
ど
近
年
の
傾
向
を
説
明

し
た
の
ち
、
鉄
鋼
業
界
再

編
の
歴
史
を
紹
介
し
「
独

立
系
の
業
者
が
、
よ
り
川

下
の
業
者
を
買
う
ニ
ー
ズ

が
目
立
っ
て
い
る
」と
分

析
。ま
た
、異
業
種
の
成
功

例
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
「
タ
イ

ミ
ン
グ
が
最
も
重
要
」「
他

者
に
売
れ
る
準
備
を
し
て

お
く
」「
買
い
手
に
求
め
る

も
の
を
明
確
に
」「
株
価
は

来
月
１
日
に

「
大
運
動
会
」

メ
タ
ル
ワ
ン

　
メ
タ
ル
ワ
ン
は

11月

1

日
、「
メ
タ
ル
ワ
ン
大
運
動

会
―

O
n
e

f
o
r

a

l
l，

A
l
l

f
o
r

M

e

t

a

l

O

n

e

―
」
を
都
立
大
井
ふ
頭
中

央
海
浜
公
園
・
ス
ポ
ー
ツ

の
森
・
陸
上
競
技
場
で
開

催
す
る
。

　
初
の
大
運
動
会
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
「

B
E

A
G
G

R
E
S
S
I
V
E　

∞
　

タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
で
繋

が
ろ
う
！
」。「
∞
」は
メ
タ

ル
ワ
ン
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト

ロ
ゴ
「
Ｏ
」
を
横
に
二
つ

つ
な
げ
、無
限
大
の「
∞
」、

さ
ら
に
掛
け
合
わ
せ
る

「
×
」を
表
現
。「
積
極
性
」

と
タ
テ
・
ヨ
コ
・
ナ
ナ
メ
の

「
団
結
力
」を
掛
け
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
メ
タ
ル
ワ
ン

の
無
限
の
可
能
性
を
追
い

求
め
て
い
こ
う
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　
東
京
本
社
社
員
、
東
京

近
郊
の
グ
ル
ー
プ
会
社
へ

の
出
向
者
約

4
0
0人

と

家
族

1
0
0人

の
計

5
0

0人
が
参
加
。
チ
ー
ム
別

の
赤
・
青
・
黄
・
緑
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
を
着
用
し
、
競
技

を
通
じ
て
、
親
睦
を
図
り

つ
つ
結
束
を
固
め
る
。

雨
森
氏

　
新
日
鉄
住
金
が
支
援
す
る

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
プ
レ
ミ
ア

リ
ー
グ
、
堺
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ

の

2
0
1
4―

15シ
ー
ズ
ン

出
陣
式
・
激
励
会
が

28日
、

堺
市
堺
区
の
新
日
鉄
住
金
堺

体
育
館
で
開
催
さ
れ
、
選
手

・
ス
タ
ッ
フ
、
地
元
関
係
者

や
企
業
・
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー

な
ど
約

4
0
0人

が
集
ま
っ

た
。

　
出
陣
式
で
は
、
主
催
者
を

代
表
し
て
運
営
母
体
ブ
レ
イ

ザ
ー
ズ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

佐
藤
一
郎
社
長
が
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
ブ
レ
イ
ザ
ー
ズ

の
印
東
玄
弥
監
督
が
「
選
手

一
同
熱
い
思
い
を
コ
ー
ト
で

表
現
し
て
い
く
。
長
い
シ
ー

ズ
ン
に
は
苦
し
い
時
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ま
の

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

決
意
表
明
し
、
必
勝
祈
願
の

だ
る
ま
に
眼
入

れ
を
行
っ
た
。

　
激
励
会
で
は

発
起
人
を
代
表

し
て
、
新
日
鉄

住
金
の
中
島
一

博
執
行
役
員
・

和
歌
山
製
鉄
所

長
が
あ
い
さ
つ

し
、「
今
季
は
チ

ー
ム
ス
タ
ッ
フ

も
一
新
さ
れ
新

た
な
節
目
を
迎

え
て
臨
む
。
昨

年
は

3位
と
な

り
、
選
手
た
ち
は
雪
辱
を
果

た
す
べ
く
体
力
、
チ
ー
ム
プ

レ
ー
の
強
化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
る
。
今
季
の

リ
ー
グ
は
実
力
伯
仲
と
聞
い

て
い
る
が
、
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
て
優
勝
を
目
指
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
応
援
は
最

大
の
攻
撃
で
選
手
を
奮
い
立

た
せ
、後
押
し
と
な
る
。皆
さ

ま
の
熱
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
呼
び
掛
け
た
。

　
堺
市
の
竹
山
修
身
市
長
が

「
気
力
、
体
力
の
充
実
を
図

り
、
三
冠
、
優
勝
を
目
指
し

て
頑
張
っ
て
」
と
激
励
の
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
市
民
応
援

団
会
長
の
音
頭
で
乾
杯
を
行

っ
た
。
今
季
開
幕
戦
は

11月

15日
、
愛
知
県
の
小
牧
市
ス

ポ
ー
ツ
公
園
総
合
体
育
館
で

東
レ
と
対
戦
す
る
。

Ｖプレミア　堺ブレイザーズいざ出陣

中
島
・
新
日
鉄
住
金
和
歌
山
製
鉄
所
長

2014年
4―9月

Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事

４
―
９
月
期
　経
常
益

10

%増

Ｊ
Ｆ
Ｅ

電
磁
鋼
板
　売
上
げ

5.6％
増

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
電
磁
鋼
板
（
中

西
敏
修
社
長
）
の

2
0
1

4年

4―

9月
期
連
結
業

績
は
、
売
上
高
が
前
年
同

期
比

5・

6％
増
の

72億

2
5
0
0万

円
、
経
常
利

益
が

5・

1％
減
の

7億

6
3
0
0万

円
、
純
利
益

が

0・

4％
増
の

4億

7

5
0
0万

円
の
増
収
減
益

と
な
っ
た
。
消
費
税
増
税

の
反
動
減
が
懸
念
さ
れ
た

が
、
販
売
数
量
は
店
売
り

向
け
が

4・

2％
増
の

5

万
㌧
、
受
託
加
工
が

1・

7％
増
の

24万

6
0
0
0

㌧
。

　
方
向
性
電
磁
鋼
板
は
、

今
年

4月
か
ら
新
省
エ
ネ

法
に
基
づ
く
変
圧
器
の
ト

ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
規
制
（
第

二
次
基
準
）
が
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
に
伴
い
販
売
量

は
堅
調
。
し
か
し
、
無
方

向
性
電
磁
鋼
板
の
販
売
構

成
変
化
に
よ
り
粗
利
益
は

減
少
し
た
。

　
単
独
業
績
は
、
売
上
高

が

6・

7％
増
の

71億

7

2
0
0万

円
、
経
常
利
益

が

5・

3％
減
の

7億

6

6
0
0万

円
、
純
利
益
が

横
ば
い
の

4億

8
4
0
0

万
円
。

　
橋
本
総
業
　
減
収
減

益
。
売
上
高
は
前
年
同
期

実
績
と
比
べ

0・

3％
減

少
、
経
常
利
益
は
同

14％

減
少
し
た
。
販
売
費
お
よ

び
一
般
管
理
費
は
同

5・

経
常
益

14％
減

売
上
げ
５

%増

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
商
事
は

29日
、

2
0
1
4年

4―

9月
期

の
連
結
純
利
益
が
前
年
同

期
比

89％
減
の

7億
円
に

な
っ
た
と
発
表
し
た
。
豪

石
炭
権
益
の
減
損
処
理
な

ど

70億
円
の
特
別
損
失
計

上
に
よ
っ
て
、

4―

6月

期
が
最
終
赤
字
に
転
落
し

た
た
め
で
、

7―

9月
期

は

40億
円
の
最
終
黒
字
。

　

4―

9月
期
の
連
結
業

績
は
売
上
高
が

11％
増
の

9
4
6
2億

円
、
経
常
利

益
は

10％
増
の

1
1
4億

円
。
国
内
は
造
船
は
じ
め

製
造
業
向
け
鋼
材
販
売
が

堅
調
に
推
移
し
、
米
国
・

タ
イ
等
の
海
外
現
地
法
人

も
好
調
だ
っ
た
。
売
上
総

利
益
は

11％
増
の

3
7
1

億
円
、
売
上
総
利
益
率
は

3・

9％
で
横
ば
い
。
Ｊ

Ｆ
Ｅ
商
事
単
独
、
分
社

2

社
（
建
材
、
鋼
管
）、国

内

子
会
社
、
海
外
子
会
社
と

も
に
増
収
増
益
だ
っ
た
。

　

15年

3月
期
の
連
結
経

常
利
益
予
想
は
、
前
期
比

12％
増
の

2
4
0億

円
。

　
日
本
精
線
　
主
力
の
ス

テ
ン
レ
ス
鋼
線
は
、
建
材

関
連
の
好
調
や
海
外
向
け

の
伸
長
で
販
売
数
量
が
増

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

線

販
売

数
量

ア
ッ

プ

カノークス東
北
拠
点
で
設
備
投
資

空
見
Ｓ
Ｓ
は
耐
震
補
強

　【
名
古
屋
】カ
ノ
ー
ク
ス

は
子
会
社
で
東
北
地
区
の

拠
点
で
あ
る
カ
ノ
ー
ク
ス

北
上
（
岩
手
県
北
上
市
相

去
町
）
で
加
工
設
備
増
強

工
事
を
実
施
す
る
。
本
年

度
下
期
中
に
自
動
車
用
鋼

管
の
切
断
機
と
面
取
り
機

を
増
設
、
年
度
内
の
設
置

完
了
、
稼
働
開
始
を
目
指

す
。

　
ま
た
同
じ
く
グ
ル
ー
プ

会
社
の
空
見
ス
チ
ー
ル
サ

ー
ビ
ス
（
名
古
屋
市
港
区

空
見
町
）
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ

対
策
の
観
点
か
ら
西
工
場

で
耐
震
補
強
を
実
施
、
一

部
で
工
事
に
着
手
し
た
。

バ
ッ
ト
レ
ス
工
法
を
採
用

し
、
稼
働
し
な
が
ら
工
事

を
継
続
、

15年

5月
の
完

成
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
【
名
古
屋
】
岡
谷
鋼
機

グ
ル
ー
プ
の
岡
谷
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
は
、

20日
に

創
立

30周
年
を
迎
え
た
こ

と
か
ら
、

17日
に
横
浜
市

内
の
ホ
テ
ル
で
記
念
式
典

を
開
催
、

1
2
0人

強
が

参
加
し
た
。

　
同
社
は
輸
入
半
導
体
販

売
の
た
め
の
技
術
サ
ポ
ー

ト
を
目
的
に
、
ア
イ
デ
ィ

ー
エ
ス
㈱
と
し
て
設
立
、

90年
に
現
社
名
に
変
更
し

た
。

05年
に
は

本
社
を
名
古
屋

市
か
ら
横
浜
市

に
移
転
、
昨
年

度
の
売
上
高
は

3
2
6億

円
と

な
っ
て
い
る
。

　
式
典
当
日
は

岡
谷
篤
一
・
岡

谷
鋼
機
社
長
が

祝
辞
を
述
べ
た

後
、
記
念
品
の

授
与
や
会
社
の

歴
史
紹
介
、
永
年
勤
続
表

彰
、
デ
ィ
ナ
ー
、
記
念
撮

影
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

Ｉ
Ｔ
フ
ェ
ア

大
阪
で
開
催

内
田
洋
行

い
く
ら
が
適
正
か
」「
相
談

相
手
の
選
択
肢
」
の

5つ

を
挙
げ
た
。

岡
谷
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

創
立

30周
年
式
典
開
く

http://w
w
w
.japanm

etal.com
/

koudoku.htm
l

■
日
刊
産
業
新
聞 

販
売
部

■
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

営業益３割増

中国販売好調
ＪＦＥコンテイナー

ＮＳユナイテッド海運

海難事故緊急対応で演習
小畠社長ら模擬記者会見

　
Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海

運
は

29日
、
海
難
事
故
を

想
定
し
た
緊
急
対
応
演
習

を
実
施
し
た
。
午
後
に
は

小
畠
徹
社
長
、
三
浦
和
也

執
行
役
員
が
模
擬
記
者
会

見
を
開
き
、
事
故
へ
の
対

応
な
ど
を
説
明
し
た
。

2

年
に
一
度
の
事
故
対
応
の

演
習
で
、
今
回
は
原
油
タ

ン
カ
ー
の
衝
突
事
故
で
原

油
が
海
に
漏
れ
出
し
た
場

合
を
想
定
し
、
修
理
な
ど

必
要
な
対
応
の
手
順
を
確

認
し
た
。

　
子
会
社
が
所
有
す
る
タ

ン
カ
ー
が
原
油

28万
㌧
あ

ま
り
を
満
載
し
た
状
態

で
、

28日
日
本
時
間
の

9

時
半
ご
ろ
マ
ラ
ッ
カ
海
峡

で
コ
ン
テ
ナ
船
と
衝
突
し

た
事
故
を
想
定
し
た
。

14

時
半
の
会
見
時
点
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
当
局
の
管
理
の

も
と
、
航
路
外
に
移
動
を

始
め
て
い
る
、
な
ど
と
状

況
を
説
明
し
た
。

　
過
去
に
座
礁
事
故
な
ど

は
あ
る
が
、
他
の
船
と
衝

突
す
る
事
故
は
例
が
な
い

と
い
う
。
過
去

2回
の
演

習
で
は
主
力
の
バ
ラ
積
み

船
の
事
故
を
想
定
し
た
。

タ
ン
カ
ー
は
二
重
底
で
座

礁
で
油
は
漏
れ
な
い
見
込

み
だ
が
、
衝
突
事
故
で
は

漏
れ
る
恐
れ
が
あ
る
う
え

被
害
が
大
き
い
た
め
、
今

回
は
タ
ン
カ
ー
の
事
故
で

油
が
漏
れ
た
場
合
に
必
要

な
対
応
を
確
か
め
た
。

　
「
放
射
性
物
質
発
見
時

の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、

ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
際
に

ま
ず
検
知
器
の
メ
ー
カ
ー

に
連
絡
、
現
場
に
検
査
担

当
者
に
行
っ
て
も
ら
い
、

放
射
線
の
種
類
、
線
量
を

チ
ェ
ッ
ク
。
検
知
器
メ
ー

カ
ー
に
相
談
し
つ
つ
、
日

本
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
協
会
に

放
射
線
の
種
類
、
線
量
を

報
告
し
指
示
を
仰
ぐ
よ
う

に
と
し
て
い
る
。

　
「
大
型
放
射
線
検
知
器

の
使
用
上
の
注
意
事
項
」

と
し
て
は
、「
特
に
輸
出
向

け
を
行
う
大
手
処
理
業
者

は
、
各
工
場
に
大
型
（
門

型
）
放
射
線
検
知
器
を
設

置
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
」
と
し
、
ス
イ
ッ
チ
を

常
に
正
常
な
形
で『

O
n』

の
状
態
に
し
て
お
く
こ

と
、
ア
ラ
ー
ム
設
定
数
値

は
厳
し
く
設
定
し
、
勝
手

に
変
更
し
な
い
こ
と
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
厳
守
、
定
期

的
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
検

知
器
メ
ー
カ
ー
と
の
緊
密

な
関
係
維
持
、
そ
し
て
社

員
へ
の
教
育
周
知
を
喚
起

す
る
。

　
放
射
線
汚
染
物
質
の
混

入
防
止
に
つ
い
て
は

8月

22日
に
も
会
員
に
文
書
で

徹
底
を
呼
び
掛
け
、
商
社

流
通
委
員
会
と
港
湾
委
員

会
合
同
の
小
委
員
会
で
対

策
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
作

業
を
進
め
て
き
た
。
内
部

討
議
だ
け
で
な
く
、
外
部

関
係
機
関
と
の
打
ち
合
わ

せ
も
重
ね
、
実
効
性
を
伴

っ
た
効
果
的
な
混
入
防
止

対
策
策
定
を
目
指
し
、
理

解
し
や
す
い
形
に
な
る
よ

う
努
め
た
。

　

8月
の
韓
国
で
の
汚
染

物
質
発
見
を
契
機
と
し
た

厳
し
い
管
理
方
針
に
も
対

応
す
る
た
め
、
供
給
者
側

も
厳
格
な
混
入
防
止
策
の

徹
底
が
必
要
と
し
て
い

る
。

　
日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工
業
会
は
こ
の
ほ
ど
、「
放
射
性
物
質
混
入
防
止
マ
ニ
ュ

ア
ル
改
定
版
」
を
作
成
し
た
。「
放
射
性
物
質
発
見
時
の
対
応
」「
大
型
放
射
線
検
知

器
の
使
用
上
の
注
意
事
項
」「
放
射
線
検
査
す
り
ぬ
け
防
止
策
」「
管
理
下
に
な
い

放
射
性
物
質
を
見
つ
け
た
ら
」「
放
射
性
物
質
混
入
ス
ク
ラ
ッ
プ
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
で
構
成
。
混
入
防
止
と
発
見
時
の
対
応
に
つ
い
て
解
説
し
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
も
修
正
版
を
工
業
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
コ
ン
テ
イ
ナ
ー

が

29日
発
表
し
た

2
0
1

4年

4―

9月
期
連
結
決

算
は
、
国
内
と
中
国
の
ド

ラ
ム
缶
販
売
数
量
の
増
加

で
増
収
と
な
り
、
一
昨
年

同
期
並
み
の
営
業
利
益
水

準
を
回
復
し
た
。
為
替
差

益
の
減
少
で
経
常
利
益
は

減
益
と
な
っ
た
が
、
純
利

益
は
伊
丹
地
区
の
不
動
産

売
却
益
で
大
幅
に
伸
び

た
。

　
主
力
の

2
0
0㍑

ド
ラ

ム
缶
の
販
売
数
量
は
国
内

が

4・

4％
増
の

2
4
4

万

8
0
0
0缶

、
中
国
が

16・

4％
増
の

2
0
9万

1
0
0
0缶

。
中
国
は
浙

江
工
場
の
第

2ラ
イ
ン
の

本
格
稼
働
で
大
幅
に
増

え
、
全
体
に
占
め
る
中
国

比
率
は
前
年
同
期
の

43・

4％
か
ら

46・

1％
に
上

昇
し
た
。
通
期
で
は
、
国

内
が

4
9
0万

缶
、
中
国

が

4
6
0万

缶
を
見
込
ん

で
お
り
、
さ
ら
に
中
国
比

率
が
高
ま
る
と
み
て
い

る
。

　
テ
ク
ノ
ア
ソ
シ
エ
　
売

上
高
は
前
年
同
期
比

17・

経
常
益

49％
減

１１
――
９９
月月
業業
績績

　
Ｍ
ｏ
ｎ
ｏ
ｔ
ａ
Ｒ
Ｏ
　

売
上
高
は
前
年
同
期
比

31

・

8％
増
、
経
常
利
益
は

同

5・

3％
増
。

20万

5

8
0
0口

座
の
新
規
顧
客

を
獲
得
し
、

9月
末
現
在

の
登
録
会
員
数
は

1
3
2

万

8
1
0
0口

座
と
な
っ

た
。 売
上
げ

31％
増

加
。
金
属
繊
維
は
、
ナ
ス

ロ
ン
フ
ィ
ル
タ
ー
が
国
内

外
で
低
調
だ
っ
た
一
方
、

超
精
密
ガ
ス
フ
ィ
ル
タ
ー

が
期
後
半
に
、
台
湾
や
韓

国
向
け
で
回
復
し
た
。

2％
減
、
経
常
利
益
は
同

49・

2％
減
。ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
関
連
の
国
内
メ
ー
カ

ー
の
需
要
減
、
住
建
住
設

関
連
事
業
に
お
け
る
消
費

増
税
後
の
需
要
反
動
減
で

影
響
を
受
け
た
も
の
の
、

期
初
の
業
績
予
想
は
達
成

し
た
。

　
下
期
は
足
元
の
自
動
車

生
産
が
優
れ
な
い
も
の

の
、

15年

1―

3月
期
に

は
戻
っ
て
く
る
と
み
て
お

り
、
通
期
で
は
ほ
ぼ
前
期

並
み
の
水
準
確
保
を
見
込

ん
で
い
る
。

4％
増
の

48億

7
3
0
0

万
円
だ
っ
た
。
管
材
類
は

売
上
高
が

1
9
1億

8
3

1
1万

円
と
前
年
同
期
比

で

4・

7％
減
少
し
た
。

主
に
非
住
宅
系
の
パ
イ
プ

・
継
手
、
住
宅
系
の
塩
ビ

製
品
の
受
注
が
減
少
し

た
。

社史・団体史の発行を
お考えですか？

ＴＥＬ（03）5566-8777
ＴＥＬ（06）6443-8551

東京本社
大阪本社

お問い
合わせ先

個人史・書籍・単行本・記念誌・新聞・会社案内・カタログ・マニュアルなど
ご要望にお応えし、編集製作・印刷をお引き受けします。

模擬会見する小畠社長㊧と三浦執行役員
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東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
の
構
成
団
体
、
京
橋
鉄

友
会
（
理
事
長
＝
中
村
昭

夫
・
中
村
鋼
材
社
長
）
は

28日
夕
、
若
手
組
織
「
鉄

朋
会
」（
会
長
＝
中
村
智
美

・
ア
イ
キ
鉄
鋼
販
売
社

長
）
と
と
も
に
、
大
川
宏

之
・
芝
浦
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
取
締
役
会
長
の
講
演

会
と
若
手
社
員
交
流
会
を

開
催
し
、

27社
約

1
0
0

人
が
参
加
し
た
。
テ
ー
マ

は「
鉄
屋
と
し
て
半
世
紀
」

で
、
こ
れ
ま
で
の
自
身
の

歩
み
を
語
っ
た
。

　
冒
頭
、
鉄
朋
会
副
会
長

を
務
め
る
永
井
信
太
郎
・

東
邦
ラ
ス
工
業
社
長
が
あ

い
さ
つ
に
立
ち
、「
業
界
の

大
先
輩
か
ら
学
ぼ
う
と
い

う
試
み
は
、
昨
年
か
ら
始

め
て
今
回
が

2回
目
。
講

演
会
で
過
去
の
歴
史
や
ご

経
験
を
学
び
、
交
流
会
で

は
新
し
い
人
の
輪
を
作
り

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
場
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

若
手
社
員
に
呼
び
掛
け

た
。

　
大
川
会
長
は
ま
ず
、
自

己
紹
介
と
し
て
戦
中
か
ら

戦
後
間
も
な
い
時
期
の
思

い
出
か
ら
大
学
卒
業
後
の

旧
三
和
銀
行
、
そ
し
て
芝

浦
鋼
材
入
社
ま

で
を
語
り
、「
芝

浦
鋼
材
に
入
社

し
た
翌
日
、
前

夜
の
歓
迎
会
の

お
酒
の
影
響
で

寝
坊
し
て
し
ま

い
、
当
時
社
長

だ
っ
た
父
に
一
生
忘
れ
ら

れ
な
い
く
ら
い
猛
烈
に
起

こ
ら
れ
た
」
と
苦
笑
い
で

振
り
返
っ
た
。
当
時
の
仕

事
ぶ
り
に
触
れ
な
が
ら
、

「
今
は
ネ
ッ
ト
社
会
だ
が
、

フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
フ
ェ
イ
ス

が
大
事
。
ま
た
、
客
先
へ

の
メ
ニ
ュ
ー
を
少
し
で
も

余
分
に
持
つ
こ
と
が
武
器

に
な
る
」
と
、
差
別
化
へ

の
考
え
方
を
示
し
た
。

　
事
業
に
対
す
る
哲
学
で

は
「

70点
経
営
者
」
を
挙

げ
、「
会
社
の
す
べ
て
の
人

が

70点
の
能
力
を
持
て
ば

い
い
。
た
だ
、
各
部
署
に

お
い
て
は

1
2
0点

を
目

指
す
こ
と
で
、
全
体
と
し

て
か
な
り
良
い
点
数
の
会

社
に
な
る
」
と
説
明
。
さ

ら
に
、
事
業
を
伸
ば
し
て

い
く
上
で
「
関
心
を
持
つ

こ
と
、
感
動
す
る
こ
と
、

感
謝
す
る
こ
と
の
『
三
カ

ン
王
』
が
大
事
」と
し
た
。

　
最
後
に
、「
一
生
懸
命
に

生
き
て
き
た
中
で
、
い
ろ

い
ろ
な
方
々
に
引
っ
張
り

上
げ
て
い
た
だ
き
、
お
付

き
合
い
さ
せ
て
も
ら
い
、

大
変
大
き
な
感
謝
を
持
っ

て
生
き
て
こ
ら
れ
た
。
本

日
の
講
演
が
幾
分
で
も
参

考
に
な
れ
ば
あ
り
が
た

い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
感
謝

の
花
束
贈
呈
も
行
わ
れ

た
。

大
川
・
芝
浦
Ｈ
Ｄ
会
長

　
「
建
設
技
術
展

2
0
1

4近
畿
」
が

29―

30日
、

マ
イ
ド
ー
ム
大
阪
で
開
催

さ
れ
て
お
り
、
鉄
鋼
関
連

企
業
か
ら
も
新
日
鉄
住
金

グ
ル
ー
プ
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル

ー
プ
は
じ
め
数
社
出
展
し

て
い
る
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
新
技
術

・
新
工
法
を
展
示
・
紹
介

す
る
こ
と
で
、
培
わ
れ
て

き
た
建
設
技
術
の
よ
り
一

層
の
高
度
化
や
、
広
範
囲

の
技
術
開
発
を
促
進
し
、

建
設
産
業
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
開

催
の
主
な
目
的
で
、
Ｓ
Ｒ

Ｇ
タ
カ
ミ
ヤ
、
淀
川
製
鋼

所
、
神
鋼
建
材
工
業
、
日

立
造
船
、横
河
ブ
リ
ッ
ジ
、

大
林
組
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西

日
本
・
中
日
本
、
阪
神
高

速
道
路
、
フ
リ
ー
フ
レ
ー

ム
協
会
な
ど
が
出
展
し
て

い
る
。

　
防
災
、
環
境
、
コ
ス
ト

縮
減
、
安
全
・
安
心
、
施

工
、
Ｉ
Ｔ
・
ロ
ボ
ッ
ト
、

団
体
、
学
校
な
ど
コ
ン
セ

プ
ト
別
の
各
種
技
術
展
示

の
ほ
か
、
特
別
講
演
会
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
橋
梁
模
型
製
作
コ
ン

テ
ス
ト
、
土
木
実
験
・
プ

レ
ゼ
ン
大
会
な
ど
も
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　
コ
ベ
ル
コ
建
機
（
藤
岡

純
社
長
）
と
販
売
子
会
社

の
東
日
本
コ
ベ
ル
コ
建
機

（
花
岡
秀
行
社
長
）
は

25

―

26日
、
千
葉
県
市
川
市

の
東
日
本
コ
ベ
ル
コ
建
機

・
市
川
セ
ン
タ
ー
で
、
毎

秋
恒
例
の
展
示
会
「
躍
進

の
時
！
！
コ
ベ
ル
コ
秋
の

大
展
示
会

0
2
0
1
4」

を
開
催
し
た
。
翌

27日
に

は
同
セ
ン
タ
ー
で
、
初
と

な
る
解
体
機
専
用
の
展
示

・
試
乗
会
「

2
0
1
4コ

ベ
ル
コ
解
体
機
フ
ェ
ア
」

も
行
わ
れ
た
。

3日
間
の

来
場
者
は

1
2
6
6社

、

3
6
5
9人

に
上
り
、
売

上
高
も
合
計
で

21億

5
0

0
0万

円
に
達
し
た
。
目

標
の

1
2
0
0社

、

3
4

0
0人

、

15億
円
を
上
回

っ
た
。

　
前
年
度
の
展
示
会
は
、

特
定
特
殊
自
動
車
排
ガ
ス

規
制
の
オ
フ
ロ
ー
ド
法

2

0
1
1年

基
準
の
猶
予
期

間
切
れ
を
控
え
た
駆
け
込

み
需
要
を
見
据
え
た
開
催

と
な
り
、
本
年
度
は
こ
の

反
動
減
も
懸
念
さ
れ
て
の

開
催
と
な
っ
た
が
、
目
標

を
大
き
く
超
え
る
成
果
を

上
げ
た
。

　
今
回
の
展
示
で
は
、
新

製
品
の
Ｓ
Ｋ

28Ｓ
Ｒ
、
Ｓ

Ｋ

30Ｓ
Ｒ
、Ｓ
Ｋ

35Ｓ
Ｒ
、

Ｓ
Ｋ

45Ｓ
Ｒ
、
Ｓ
Ｋ

55Ｓ

Ｒ
、
Ｓ
Ｋ

75Ｓ
Ｒ
を
は
じ

め
、
オ
フ
ロ
ー
ド
法

11年

基
準
を
ク
リ
ア
し
た

7―

23㌧
の
重
機
シ
ョ
ベ
ル
を

フ
ル
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、

高
燃
費
性
能
、
省
エ
ネ
、

排
ガ
ス
規
制
と
環
境
技
術

の
強
み
を
ア
ピ
ー
ル
し

た
。

25日
、

26日
に
は
超

大
型
解
体
機
、ク
レ
ー
ン
、

Ｂ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｇ
製
品
、
ホ
イ

ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
合
計

19機
種
を
、

27日
の
解
体

機
フ
ェ
ア
で
は

3㌧
―

2

0
0㌧

ク
ラ
ス
の
解
体
機

合
計

17台
を
そ
ろ
え
、
来

場
者
の
目
を
引
い
た
。

　
出
展
機
に
よ
る
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ

れ
、
人
気
ア
ニ
メ
の
妖
怪

ウ
ォ
ッ
チ
の
「
よ
う
か
い

体
操
」
に
合
わ
た
重
機
シ

ョ
ベ
ル
に
よ
る
ダ
ン
ス
も

披
露
さ
れ
た
。

　
初
の
試
み
と
な
っ
た
解

体
機
の
試
乗
体
験
も
好
評

を
博
し
、
東
京
五
輪
開
催

に
向
け
、
本
格
化
す
る
関

連
施
設
の
解
体
や
、
都
市

再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
行
に
伴
う
ビ
ル
解
体
な

ど
解
体
機
需
要
の
増
大
を

見
据
え
、「
解
体
機
の
コ
ベ

ル
コ
」
を
強
く
印
象
付
け

た
。

　
米
高
炉
大
手
の
Ｕ
Ｓ
ス

チ
ー
ル
が

28日
発
表
し
た

7―

9月
決
算
に
よ
る

と
、
純
損
失
は

2億

7
0

0万
㌦（
約

2
2
7億

円
、

前
年
同
期
は

17億

9
1
0

0万
㌦
の
損
失
、

4―

6

月
は

1
8
0
0万

㌦
の
損

失
）
と

2四
半
期
連
続
の

赤
字
だ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
事

業
の
分
離
な
ど
特
別
費
用

5億

7
7
0
0万

㌦
の
計

上
が
響
い
た
が
、
米
鋼
板

事
業
な
ど
の
収
益
改
善
に

よ
り
、
本
業
の
営
業
利
益

は

2
0
0
8年

以
来
の
高

水
準
だ
っ
た
。

10―

12月

は
高
炉
改
修
な
ど
の
影
響

で

7―

9月
比
減
益
を
見

込
む
。

　

1―

9月
の
営
業
利
益

は

1
6
0
0万

㌦
（
前
年

同
期
は

16億

7
1
0
0万

㌦
の
損
失
）
だ
っ
た
。
純

損
失
は

1億

7
3
0
0万

㌦
（
同

19億

4
2
0
0万

㌦
の
損
失
）
だ
っ
た
。

10

―

12月
が
営
業
黒
字
の
場

合
は
通
期
で

2年
ぶ
り
の

黒
字
化
に
な
る
。

　

7―

9月
の
鋼
材
出
荷

は

5
1
0万

7
0
0
0㌧

と

4―

6月
比

1・

6％

増
え
た
。
米
鋼
板
の
営
業

利
益
は

3億

4
7
0
0万

㌦
と

12倍
に
増
え
た
。
出

荷
は

3
6
9万

2
0
0
0

㌧
と

4・

7％
増
、
販
売

単
価
は
ネ
ッ
ト
ト
ン

7
7

7㌦
と

0・

4％
高
だ
っ

た
。

　

7―

9月
は
カ
ナ
ダ
事

業
の
分
離
関
連
で

4億

1

3
0
0㌦

、
ゲ
ー
リ
ー
製

鉄
所
の
減
損
な
ど
で

1億

9
9
0
0万

㌦
な
ど
の
特

別
費
用
を
計
上
し
た
。

　

10―
12月

は
米
鋼
板
の

減
益
に
よ
り
、
営
業
利
益

は

7―

9月
を
下
回
る
と

見
て
い
る
。
カ
ナ
ダ
事
業

の
分
離
で
出
荷
が
減
り
、

販
売
単
価
も
下
が
る
米
鋼

板
の
営
業
利
益
は

1億
㌦

超
を
維
持
す
る
が
、
米
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
モ
ン
バ

レ
ー
の
高
炉
改
修
な
ど
で

維
持
補
修
費
が
約

1億

5

0
0
0万

㌦
増
え
る
。
米

鋼
管
事
業
と
欧
州
事
業
は

や
や
増
益
と
見
て
い
る
。

　
―
―
ま
ず
は
創
業

50周
年

を
迎
え
た
感
想
を
。

　
「
お
客
さ
ま
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
の
力
で

50周
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
深
く

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
日

々
の
積
み
重
ね
の
中
で
迎
え

た
節
目
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

と
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
な

い
。
製
品
だ
け
で
な
く
、
企

業
と
し
て
も
『
質
実
剛
健
』

で
あ
る
よ
う
、
飾
る
こ
と
な

く
誠
意
あ
る
サ
ー
ビ
ス
体
制

を
整
え
、
顧
客
満
足
度
第
一

主
義
を
モ
ッ
ト
ー
に
事
業
を

推
進
す
る
。
地
域
社
会
、
金

属
リ
サ
イ
ク
ル
業
界
の
発
展

に
貢
献
で
き
る
た
く
ま
し
い

企
業
で
あ
り
続
け
た
い
」

　
―
―
強
み
や
製
品
の
特
徴

に
つ
い
て
。

　
「
当
社
は
建
機
メ
ー
カ
ー

向
け
の
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
製

造
か
ら
始
ま
り
、
金
属
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
加
工
処
理
設
備
の

開
発
・
製
造
へ
と
事
業
展
開

し
て
き
た
。
油
圧
シ
リ
ン
ダ

ー
の
製
造
で
培
っ
た
技
術
を

生
か
し
、
設
計
か
ら
製
造
ま

で
全
て
自
社
で
行
う
こ
と

で
、
短
納
期
化
と
低
価
格
化

を
実
現
し
て
い
る
。
油
圧
シ

ャ
ー
で
あ
れ
ば
最
短

4カ
月

の
納
入
も
可
能
だ
。
ま
た
製

品
は
受
注
後
、
顧
客
の
扱
う

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
種
類
や
形

状
、特
性
な
ど
に
合
わ
せ
、一

つ
ひ
と
つ
設
計
図
面
を
引

く
。
量
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
少
量
生
産
に
徹
す
る
こ

と
で
細
か
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
点
も
強
み
と
な
っ
て

い
る
」

　
「
主
力
の
製
品

と
し
て
は
『
オ
ー

ル
マ
イ
テ
ィ
ー
シ

ャ
ー
』
と
『
サ
イ

ド
プ
レ
ス
』
が
あ

り
、
ど
ち
ら
も
近

年
は
年
間

10基
以

上
の
納
入
実
績
が

あ
る
。
オ
ー
ル
マ

イ
テ
ィ
ー
シ
ャ
ー

は
文
字
通
り
、
ど

の
よ
う
な
素
材
で
あ
っ
て
も

切
れ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

た
。

1
9
7
1年

に
本
格
生

産
に
着
手
し
た
こ
と
が
、
当

社
に
と
っ
て
の
転
換
点
と
な

っ
た
。
サ
イ
ド
プ
レ
ス
は
お

客
さ
ま
と
の
話
し
合
い
の
中

で
誕
生
し
た
製
品
で
、
使
い

や
す
さ
が
最
大
の
魅
力
だ
。

設
置
の
た
め
の
基
礎
工
事
が

不
要
で
あ
り
、
油
圧
ユ
ニ
ッ

ト
と
本
体
が
一
体
と
な
っ
て

い
る
た
め
手
軽
に
移
動
で
き

る
。
開
発
当
時
は
、
油
圧
ユ

ニ
ッ
ト
と
本
体
が
別
々
の
製

品
が
一
般
的
で
あ
っ
た
た

め
、
使
い
や
す
さ
か
ら
自
動

車
解
体
業
を
中
心
に
、
多
く

導
入
し
て
い
た
だ
い
た
。
こ

ち
ら
は
解
体
機
の
横
に
置
く

こ
と
の
で
き
る
プ
レ
ス
機
と

い
う
の
が
名
前
の
由
来
だ
」

―
―
今
後
の
事
業
展
開
に

つ
い
て
。

　
「
人
口
減
少
や
製
造
業
の

海
外
シ
フ
ト
に
よ
り
金
属
ス

ク
ラ
ッ
プ
の
発
生
量
が
減
少

し
て
い
く
こ
と
は
避
け
ら
れ

な
い
。こ
の
中
で
、金
属
リ
サ

イ
ク
ル
を
行
う
企
業
に
は
今

後
、
加
工
処
理
の
さ
ら
な
る

省
力
化
、
自
動
化
や
加
工
処

理
に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ

う
。
ま
た
現
状
で
も
金
属
リ

サ
イ
ク
ル
業
界
全
体
の
加
工

処
理
能
力
は
需
要
の
倍
近
い

水
準
に
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
処
理
設
備
に
つ
い
て

も
需
要
拡
大
は
望
め
な
い
。

市
場
が
縮
小
す
る
中
で
も
、

当
社
は
お
客
さ
ま
の
ニ
ー
ズ

に
合
っ
た
付
加
価
値
の
高
い

設
備
の
開
発
を
進
め
『
か
ゆ

い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
』
製

品
を
提
供
し
て
い
く
。
例
え

ば
、
ギ
ロ
チ
ン
で
あ
れ
ば
単

に
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
切
る
だ
け

で
な
く
選
別
ま
で
自
動
で
行

う
よ
う
な
設
備
を
要
望
に
合

わ
せ
開
発
し
て
い
き
た
い
」

　
「
設
備
メ
ー
カ
ー
と
し
て

の
夢
は
ス
ク
ラ
ッ
プ

を
投
入
す
る
こ
と
で

切
断
な
ど
の
加
工
か

ら
溶
か
す
と
こ
ろ
ま

で
自
動
化
で
き
る
機

械
の
製
造
を
手
が
け

る
こ
と
だ
。
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
を
入
れ
る
だ

け
で
鉄
筋
が
出
て
く

る
、
冗
談
の
よ
う
な

話
で
は
あ
る
が
、
そ

ん
な
機
械
を
い
つ
の

日
か
実
現
で
き
る
よ

う
今
後
も
研
究
・
開

発
を
続
け
て
い
く
」

　
（
月
森

七
海
）

三
筒
産
業
創
業

50周
年

油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら
一
貫
生
産

〝
高
付
加
価
値
化
〟な
お
追
求

日刊産業新聞 14.10.30

筒井 敏彦社長

　
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
処
理
設
備
メ
ー
カ
ー
の
三
筒
産

業
（
本
社
＝
香
川
県
高
松
市
、筒
井
敏
彦
社
長
）は

10月
に

創
業

50周
年
を
迎
え
た
。
同
社
は
油
圧
シ
リ
ン
ダ
ー
か
ら

一
貫
し
た
自
社
生
産
を
行
う
高
い
技
術
力
を
武
器
に
、「
オ

ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
シ
ャ
ー
」、「
サ
イ
ド
プ
レ
ス
」
な
ど
企
業

理
念
に
掲
げ
る「
質
実
剛
健
」に
ふ
さ
わ
し
い
製
品
を
開
発

・
製
造
し
て
き
た
。同
社
の
強
み
や
製
品
の
特
徴
、今
後
の

展
開
に
つ
い
て
筒
井
敏
彦
社
長
に
聞
い
た
。

企業概要

設立 1964年10月

資本金 3000万円

代表者 筒井敏彦

従業員 35人

本社住所
〒761-0102
香川県高松市新田町甲73番地1

電話番号 （087）841-3131(代）

FAX番号 （087）841-2506

URL http://m-mito.com/

E－Mail　 info@m-mito.com

設備 5面加工門型マシニングセンター

ATC付数値制御横フライス中ぐり盤

ATC付NC数値制御横形マシニング

ATC付NC数値制御縦形マシニングセ
ンターほか

主要製品
オールマイティーシャー
（スクラップ処理）

サイドプレス（自動車解体）

スクラッププレス（各種）

環境装置（各種）

油圧シリンダー、油圧ユニット、省力
化機械など

沿革

1964年10月
高松市築地町に油圧シリンダー内燃焼機再
生を目的として三筒産業企業組合を創業

1965年12月 高松市新田町甲73-1（現在地）に工場を移転

1967年9月
三筒産業企業組合を三筒産業株式会社に改
称

1968年5月 本社現在地に工場を新設

1969年6月 本社工場隣接地200坪を買収

1970年10月 旧資本金250万円を600万円に増資

1971年2月
オールマイティシャー・スクラッププレスを
開発　本格生産に着手

1973年5月 旧資本金600万円を2000万円に増資

1973年7月 組立工場新設　1,500㎡

1982年11月 加工工場新設　1,500㎡

1992年5月 旧資本金2,000万円を3,000万円に増資

日立建機世
界
建
機
需
要
が
減
速

14年
度
油
圧
シ
ョ
ベ
ル

1000台
減

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、

日
立
建
機
の

14年
度
連
結

業
績
見
通
し
は
、
売
上
高

7
4
0
0億

円
（
同

7・

8％
減
）、経

常
利
益

5
5

0億
円（
同

2・

5％
増
）、

当
期
純
利
益

3
0
0億

円

（
同

3・
7％

増
）
と
据

え
置
い
た
。
売
上
減
を
原

価
低
減
、
経
営
効
率
化
で

補
い
、減
収
増
益
と
す
る
。

　
地
域
別
に
油
圧
シ
ョ
ベ

ル
の
需
要
見
通
し
を
見
る

と
、
日
本
は
同

18％
減
の

3万

3
0
0
0台

で
、
前

回
見
通
し
よ
り

3
0
0
0

台
ア
ッ
プ
し
た
。
排
ガ
ス

規
制
前
の
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
の
ほ
か
住
宅
着

工
が
減
少
、
設
備
投
資
・

公
共
工
事
も
鈍
化
す
る

が
、
投
資
促
進
税
制
の
効

果
で

3万
台
を
上
回
る
。

　
西
欧
は
同

30％
増
の

3

万

5
0
0
0台

。
英
国
、

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で
需

要
が
増
加
す
る
。

　
北
米
は
同

4％
増
の

2

万

5
0
0
0台

。
住
宅
着

工
、
建
設
投
資
は
高
水
準

で
堅
調
を
維
持
す
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
中
国

（
外
資
メ
ー
カ
ー
）は
同

26

％
減
の

3万

7
0
0
0

台
。
前
回
予
想
よ
り

5ｐ

も
下
げ
、

4万
台
を
下
回

る
。不
動
産
投
資
が
鈍
り
、

景
気
対
策
も
小
規
模
に
抑

制
。

14年

7―

9月
期
は

華
北
同

41％
減
、
東
北
同

39％
減
、華
東
同

35％
減
、

華
中
南
同

26％
減
な
ど
全

地
域
で
減
少
し
た
。

　
ア
ジ
ア
大
洋
州
は
、
イ

ン
ド
つ
い
て
は
新
政
権
発

足
で
同

8％
減
と
、
前
回

よ
り

3
上
方
修
正
さ
れ

た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
は
同

21％
減
と
、
石

炭
な
ど
の
資
源
価
格
低
迷

が
響
き
、
鉱
山
投
資
の
抑

制
が
続
く
。

　
ロ
シ
ア
・
Ｃ
Ｉ
Ｓ
・
東

欧
は
同

11％
減
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
で
先
行
き
は
不

透
明
で
今
後
の
展
開
は
要

注
意
と
し
た
。
中
南
米
は

同

14％
減
で
、
こ
の
う
ち

ブ
ラ
ジ
ル
は
同

17％
減
と

下
げ
る
。

　
中
東
は
同

2％
増
で
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ

Ｅ
な
ど
イ
ン
フ
ラ
関
連
を

中
心
に
堅
調
と
い
う
。

　
日
立
建
機
は

2
0
1
4年

度
の
油
圧
シ
ョ
ベ
ル
の
世
界
需
要
を
、
前
年
度
比

9％
減
の

19万

2
0
0
0台

と
推
計
し
、

7月
策
定
の
前
回
予
測
よ
り

1
0
0
0台

減
と
下
方
修
正
し
た
。
鉱
山
機
械
は
鉄
鉱
石
、石
炭
の

資
源
価
格
下
落
を
受
け
て
同

20％
強
マ
イ
ナ
ス
の
大
幅
減
と
し
、
回
復
は

15年
度
以
降
に
な
る
と
し
た
。油
圧

シ
ョ
ベ
ル
市
場
は
北
米
、
西
欧
が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
す
る
も
の
の
、
中
国
は
同

26％
減
と
低
迷
、ブ
ラ
ジ

ル
が
同

17％
減
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
同

21％
減
と
伸
び
悩
む
。
新
興
国
の
比
率
は
前
年
よ
り

5
下
げ
、

52％

に
と
ど
ま
り
、
世
界
の
建
機
需
要
を
下
げ
る
と
見
て
い
る
。

14年
度
の
国
内
需
要
は
、住
宅
着
工
戸
数
は
減
少

す
る
が
、
投
資
促
進
税
制
の
効
果
で
、
同

18％
減
と

7
上
方
修
正
さ
れ
た
。

㊤
秋
の
大
展
示
会

2
0
1
4

㊦
初
め
て
の
解
体
機
フ
ェ
ア

　
米
高
炉
大
手
の
Ａ
Ｋ
ス

チ
ー
ル
は

28日
、
ス
ポ
ッ

ト
市
場
向
け
の
普
通
鋼
鋼

板
価
格
を
、
新
規
受
注
分

か
ら
ネ
ッ
ト
ト
ン

20㌦

（
約

2
2
0
0円

）
以
上

引
き
上
げ
る
と
発
表
し

た
。 普
通
鋼
鋼
板

20㌦
以
上
上
げ

米
Ａ
Ｋ

コ
ベ
ル
コ
建
機

秋
の
大
展
示
会

解
体
機
フ
ェ
ア
も
初
開
催

７
―
９
月
純
損
失

２
四
期
連
続
赤
字

米
Ｕ
Ｓ
ス
チ
ー
ル

　
「
建
設
技
術
展

2
0
1

4近
畿
」
が
開
幕
し
、
新

日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
幹
部
が
視

察
に
訪
れ
た
。

　
新
日
鉄
住
金
グ
ル
ー
プ

（
新
日
鉄
住
金
、
新
日
鉄

住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
、
日
鉄
住
金
建
材
、
日

鉄
住
金
防
蝕
、
ジ
オ
ス
タ

ー
、
新
日
鉄
住
金
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
・
コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
、
日
鉄
住
金

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
日
鉄
住

金
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
＆
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）は「

イ
ン

フ
ラ
長
寿
命
化
・
再
生
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」、「
防
災
・

減
災
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、「
国
土
強
靭

化
」
に
貢
献
す
る
商
品
や

工
法
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
新
日
鉄
住
金
の
奥
田
真

弥
常
務
執
行
役
員
大
阪
支

社
長
、
藤
井
清
澄
副
支
社

長
が
視
察
し
、
奥
田
常
務

は
「
来
場
者
も
多
く
、
関

心
の
高
さ
が
う
か
が
え

る
。
防
災
・
減
災
に
、
イ

ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化
や
再

生
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
加

え
、
昨
年
以
上
に
内
容
の

充
実
し
た
良
い
展
示
に
な

っ
て
い
る
。
点
検
・
診
断

か
ら
補
修
、
更
新
・
新
設

ま
で
総
合
的
な
提
案
を
ご

紹
介
し
た
い
」と
話
し
た
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
（
Ｊ

Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
Ｊ

Ｆ
Ｅ
建
材
、
ジ
ェ
コ
ス
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
シ
ビ
ル
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ

テ
ク
ノ
リ
サ
ー
チ
、
Ｊ
Ｆ

Ｅ
商
事
テ
ー
ル
ワ
ン
）
は

「
安
全
・
安
心
な
街
づ
く

り
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ

に
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
大

阪
建
材
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

営
業
部
が
中
心
と
な
っ

て
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
防

災
減
災
商
品
・
工
法
を
出

展
し
て
い
る
。

　
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
那

須
七
信
常
務
執
行
役
員
大

阪
支
社
長
、
近
藤
弘
志
大

阪
支
社
副
支
社
長
が
視
察

に
訪
れ
、
那
須
常
務
は

「
今
回
大
阪
地
区
で
は
初

め
て
の
出
展
と
な
る
が
、

Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
全
体
で

分
野
別
に
商
品
・
工
法
を

紹
介
し
、
よ
り
お
客
さ
ま

目
線
で
、
明
る
く
見
や
す

い
展
示
と
な
っ
て
い
る
。

国
土
強
靭
化
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
商
品
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
そ
ろ
え
て
発
信
す

る
。
来
年
以
降
も
継
続
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

建
設
技
術
展

2

0

1

4近
畿
鉄
鋼
関
連
企
業
が
出
展

新
日
鉄
住
金
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
幹
部
が
視
察

　
東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
（
会
長
＝
齊
藤
栄
一
・

栄
鋼
管
社
長
）
の
事
業
企

画
委
員
会
ト
レ
ン
ド
グ
ル

ー
プ
（
グ
ル
ー
プ
長
＝
岡

部
耕
喜
・
東
成
鋼
管
社
長
）

は

29日
、
東
京
・
茅
場
町

の
鉄
鋼
会
館
で
藤
井
聡
・

内
閣
官
房
参
与
（
京
大
院

教
授
）
を
招
い
て
「
国
土

強
靭
化
論
―
日
本
を
強
く

し
な
や
か
に
―
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
会
を
開
催
し
、

会
員
ら
約

80人
が
参
加
し

た
。

　
齊
藤
会
長
は
「
新
し
い

組
織
で
の
最
初
の
事
業
。

主
催
者
は
東
鉄
連
だ
が
、

事
業
企
画
委
員
会
の
な
か

の
ト
レ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
が

企
画
し
た
。
多
く
の
事
業

が
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
会
員
ら
に
お
願
い

し
た
。

11月
に
も
イ
ベ
ン

ト
が
予
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
年
明
け
に
は
、
新
年

会
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
、

落
語
鑑
賞
会
、将
棋
大
会
、

見
学
会
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。

　
齊
藤
会
長
が
国
土
強
靭

化
を
説
明
し
、
そ
の
第
一

人
者
の
藤
井
聡
氏
を
紹
介

し
て
講
演
は
始
ま
っ
た
。

　
藤
井
氏
は
「
葉
隠
れ
」

を
引
用
し
な
が
ら
、
国
土

強
靭
化
計
画
を
説
明
。
国

土
強
靭
化
は
巨
大
地
震
の

危
機
や
老
朽
化
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
の
危
機
だ
け
で
な

く
、デ
フ
レ
不
況
の
危
機
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
多

岐
に
渡
る
問
題
に
対
し

て
、
オ
ー
ル
・
ジ
ャ
パ
ン

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
訴
え
た
。

講
演
す
る
藤
井
氏

東
鉄
連
ト
レ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

藤
井
氏
招
き
講
演
会

京橋鉄友会

大川会長講演に100人
「鉄屋として半世紀」自身の歩み語る

奥
田
常
務
㊨
と
藤
井
副
支
社
長
、堺
ブ

レ
イ
ザ
ー
ズ
の
マ
ス
コ
ッ
ト
も
来
場

那
須
常
務（
右
か
ら

2人
目
）、近

藤
副

支
社
長（
同

3人
目
）と
グ
ル
ー
プ
社
員

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
協

会
（
理
事
長
＝
高
橋
誠
・

新
日
鉄
住
金
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
社
長
）
は

29日
、

日
本
都
市
セ
ン
タ
ー
会
館

で
「
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

2
0
1

4」
を
開
催
し
、
来
場
者

数
は
延
べ
約

3
0
0
0人

と
な
っ
た
。

　
高
橋
理
事
長
は
、「
会
員

を
取
り
巻
く
課
題
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
環
境
、
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の

3つ
。
日
本

の
成
長
戦
略
を
軌
道
に
乗

せ
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
戦

略
の
あ
り
方
が
重
要
で
、

ま
た
途
上
国
の
人
口
急
増

や
都
市
化
進
展
な
ど
に
よ

る
大
気
汚
染
、
廃
棄
物
増

大
な
ど
の
深
刻
化
に
対
す

る
処
理
設
備
の
整
備
を
計

画
的
に
行
う
必
要
が
あ

る
。
一
方
で
環
境
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
増
し
て
お

り
、
成
長
事
業
の
構
築
に

必
要
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
戦
略
的
か
つ
タ
イ
ム
リ

ー
に
展
開
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
年
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
世
界
が
持
続
的

に
成
長
す
る
た
め
、
わ
れ

わ
れ
が
原
点
に
立
ち
戻

り
、
未
来
を
拓
く
こ
と
に

貢
献
す
る
国
内
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
産
業
を
見
直
す

機
会
に
し
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
統
一
テ
ー
マ
は
、「
世
界

の
持
続
的
成
長
に
向
け
て

～
未
来
を
拓
く

日
本
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ

～
」。午

後
は
宇

宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
）
シ
ニ
ア

フ
ェ
ロ
ー
・
教

授
の
川
口
淳
一
郎
氏
が

『「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
伝
え

た
い
、創
る
力
の
育
て
方
』

の
テ
ー
マ
で
特
別
講
演

を
、
ま
た
東
京
ガ
ス
副
会

長
の
村
木
茂
氏
は
『
天
然

ガ
ス
と
水
素
は
環
境
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
切
り
札
と
な

る
の
か
』
テ
ー
マ
で
招
待

講
演
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ

た
。

　
ま
た
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
Ａ
会
場
（
持
続
的

成
長
を
支
え
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
）、Ｂ

会
場
（
ク
リ
ー
ン

な
地
球
を
約
束
す
る
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
）、Ｃ

会
場
（
次

代
を
創
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
）
に
分
か
れ
て
講
演
。

Ａ
会
場
で
は
、
橘
川
武
郎

・
一
橋
大
学
大
学
院
商
学

研
究
科
教
授
に
よ
る
「
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と

電
力
・
ガ
ス
シ
ス
テ
ム
改

革
」
な
ど
が
、
Ｂ
会
場
は

渡
辺
信
・
筑
波
大
学
生
命

環
境
系
特
命
教
授
が
「
藻

類
に
よ
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
革
命
」
な
ど
、
Ｃ

会
場
で
は
市
原
英
樹
・
大

成
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
建

築
技
術
開
発
部
次
長
に
よ

る
「
高
さ

1
4
0㍍

の
超

高
層
ビ
ル
解
体
技
術
～
キ

ー
ワ
ー
ド
は
環
境
！
～
」

な
ど
で
講
演
し
た
。

エンジニアリング シンポジウム開催

「エネ戦略のあり方重要」
高橋理事長 日本の成長戦略軌道へ

高
橋
理
事
長


